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議
員　

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
級
の
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
を
目
標
に
、
知
事

を
は
じ
め
、
さ
ら
な
る
外
国
ク
ル
ー
ズ

船
の
寄
港
誘
致
に
力
を
注
い
で
ほ
し
い

が
、
ハ
ー
ド
面
の
常
陸
那
珂
港
区
の
整

備
と
併
せ
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

ク
ル
ー
ズ
船
社
幹
部
へ
の

知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
の
結
果
、

ウ
エ
ス
テ
ル
ダ
ム
な
ど
二
隻
の
寄
港
が

新
た
に
決
定
し
た
。
さ
ら
な
る
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
誘
致
も
、
新
た
な
岸
壁
の
整

備
完
了
を
見
据
え
戦
略
的
に
取
り
組
む
。

議
員　

市
町
村
の
体
制
強
化
こ
そ
が
、

県
全
体
の
防
災
力
向
上
に
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
。
大
規
模
災
害
時
の
被
災

市
町
村
の
体
制
の
確
保
に
向
け
て
、
県

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

市
町
村
の
災

害
対
応
を
支
援
す
る
た
め
、
三
月
か
ら

「
い
ば
ら
き
災
害
対
応
支
援
チ
ー
ム
」

※
の
運
用
を
開
始
し
た
。
早
急
に
登
録

職
員
の
研
修
や
訓
練
を
充
実
さ
せ
、
支

援
チ
ー
ム
の
能
力
向
上
を
図
る
。
加
え

て
、
直
接
災
害
対
応
業
務
を
行
う
職
員

の
派
遣
に
つ
い
て
市
町
村
と
検
討
す
る
。

議
員　

今
定
例
会
に
は
、
茨
城
県
精
神

保
健
福
祉
会
連
合
会
か
ら
二
万
人
以
上

の
署
名
を
添
え
た
、
マ
ル
福
の
拡
充
な

ど
に
関
す
る
請
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
二
級
保
持

者
に
ま
で
、
医
療
費
助
成
を
拡
充
す
べ

き
で
あ
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

手
帳
二
級
保
持
者
を
対
象
と
す

る
こ
と
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
現
時

点
で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
ず

は
来
年
四
月
か
ら
手
帳
一
級
保
持
者
を

対
象
に
加
え
、
重
度
の
精
神
障
害
者
が

助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

議
員　

県
都
水
戸
が
文
化
・
歴
史
的
蓄

積
と
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
、
中

心
部
か
ら
交
流
人
口
拡
大
を
推
進
す
る

こ
と
が
、
県
央
地
域
振
興
の
た
め
必
要

と
考
え
る
。
水
戸
を
中
心
と
し
た
県
央

地
域
振
興
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

水
戸
の
魅
力
的
な
地
域
資
源
や

既
存
施
設
を
活
用
し
、
新
た
な
交
流
人

口
拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
、
県
と
市
が
発
展
の
方
向
性
を
共

有
し
な
が
ら
、
歴
史
館
や
偕
楽
園
、
近

代
美
術
館
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
県
央

地
域
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
迅
速
か
つ
確
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

小
中
学
校
や
幼
稚
園
で
も
整
備
が
進
む

よ
う
、
支
援
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
公
立
学
校
に
お
け
る
エ

ア
コ
ン
設
置
推
進
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

県
立
高
校
で
は
、
現
在
エ
ア
コ

ン
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
普
通
教
室
を

対
象
に
、
来
年
の
夏
か
ら
稼
働
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。
小
中
学
校
と
幼
稚
園

に
つ
い
て
は
、
支
援
を
希
望
す
る
全
て

の
市
町
村
が
国
庫
補
助
な
ど
を
活
用
で

き
る
よ
う
、
国
に
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

撮
影
誘
致
に
当
た
っ
て
は
、
受

け
入
れ
地
域
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
地

域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
還
元
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
こ
と
も
大
切
と
考
え
る
。
今
後
の

撮
影
誘
致
作
品
の
活
用
策
と
本
県
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
は
。

営
業
戦
略
部
長　

誘
致
作
品
の
著
作
物

の
二
次
利
用
に
つ
い
て
県
内
共
通
の

ル
ー
ル
づ
く
り
を
市
町
村
と
協
議
し
て

い
く
ほ
か
、
受
け
入
れ
地
域
の
思
い
が

伝
わ
る
よ
う
、
県
自
ら
関
係
先
を
訪
問

し
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
誘
客
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
の
提
案
も
行
っ
て
い
く
。

議
員　

高
い
評
価
を
受
け
る
「
命
の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
※
を
、
国
体
の
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
連
携
し
て
茨
城
発

の
取
り
組
み
と
し
て
全
国
へ
つ
な
ぐ
な

ど
、
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る

方
策
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
が
、
所
見
は
。

知
事　
「
命
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

賛
同
す
る
団
体
な
ど
の
自
主
的
な
活
動

へ
の
協
力
を
検
討
し
て
い
く
。
動
物
愛

護
管
理
施
策
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の

意
見
を
踏
ま
え
、

効
果
的
な
施
策

の
検
討
を
進
め

る
。

（
ほ
か
に
、
食

品
ロ
ス
の
削
減
、

買
い
物
・
通
院

難
民
対
策
な
ど

も
質
問
）

議
員　

県
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、「
自

転
車
活
用
推
進
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
の
方
向
性
は
。

政
策
企
画
部
長　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
に
向
け
た
方
策
を
は
じ
め
、

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
交
通

安
全
対
策
、
健
康
増
進
な
ど
に
つ
な
が

る
方
策
を
検
討
す
る
。
併
せ
て
、
り
ん

り
ん
ロ
ー
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
認
定
に
向
け
た
方
策
も
検
討
し
、

年
度
内
を
目
途
に
計
画
を
策
定
す
る
。

（
ほ
か
に
、
つ

く
ば
下
総
地
域

に
お
け
る
農
道

整
備
、
国
道
一

二
五
号
下
妻
八

千
代
バ
イ
パ
ス

整
備
な
ど
も
質

問
）

議
員　

県
教
育
委
員
会
は
、
取
手
市
自

死
事
件
で
の
対
応
に
つ
い
て
、
自
ら
の

誤
り
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
つ
一
つ
、
一
回
一
回
の
助
言
支
援
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

一
人
の
人
間
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
は
、
本
当
に
大
変
な
こ
と
と
真
摯

に
受
け
止
め
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
最
善
を
尽

く
し
、
指
導
助
言
を
し
て
き
た
つ
も
り

だ
が
、
今
後
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、

東
海
第
二
原

発
の
再
稼
働

問
題
、
賃
金

格
差
と
都
市

部
へ
の
人
材

流
出
な
ど
も

質
問
）

議
員　

国
は
、
平
成
二
十
九
年
に
、
法

に
基
づ
き
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
の
基

本
方
針
を
策
定
し
た
。
県
と
し
て
の
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
医

療
拠
点
病
院
と
し
て
筑
波
大
学
附
属
病

院
を
指
定
し
、
対
策
に
関
わ
る
医
師
や

団
体
な
ど
か
ら
な
る
連
絡
協
議
会
も
設

置
し
た
。
今
後
、
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

促
進
、
人
材
育
成
、
普
及
啓
発
、
相
談

体
制
強
化
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

児
童
虐
待

防
止
対
策
、

国
民
健
康

保
険
制
度

の
適
正
な

運
営
な
ど

も
質
問
）

議
員　

十
月
に
開
院
す
る
西
部
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な

役
割
を
期
待
す
る
の
か
。
ま
た
、
遠
隔

医
療
に
必
要
な
体
制
の
整
備
や
機
器
の

導
入
を
含
め
、
県
と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

新
た
に
設
置
さ
れ
る

救
急
科
を
中
心
に
、
地
域
内
の
急
性
期

医
療
を
担
う
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
遠
隔
医
療
に
つ
い
て
は
、
県
北

地
域
で
の
先
行
事
業
の
効
果
を
検
証
し
、

他
地
域
へ
の
展

開
も
検
討
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
障

害
者
の
一
般
就

労
支
援
、
米
の

生
産
振
興
な
ど

も
質
問
）

議
員　

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
は
、

特
別
支
援
学
校
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連

携
、
学
校
と
企
業
を
つ
な
ぐ
人
材
配
置

な
ど
が
必
要
と
考
え
る
。
特
別
支
援
学

校
の
今
後
の
就
労
支
援
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

就
職
相
談
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
主
催
の
事
業
所

向
け
学
校
見
学
会
の
拡
大
に
向
け
て
働

き
掛
け
る
ほ
か
、
卒
業
後
の
継
続
支
援

の
た
め
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県

北
地
域
の
将
来

像
と
県
北
芸
術

祭
の
在
り
方
、

森
林
環
境
に
対

す
る
県
民
意
識

の
醸
成
な
ど
も

質
問
）

高崎　　進 議員
公　　明　　党
水 戸 市 選 出

一括方式

設楽　詠美子 議員
県民フォーラム
筑 西 市 選 出

分割方式

岡田　拓也 議員
いばらき自民党
高 萩 市 選 出

一括方式

県
都
水
戸
を
中
心
と
す
る

県
央
地
域
の
振
興
策

学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
設
置
の
推
進

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
用

磯崎　達也 議員
いばらき自民党
ひたちなか市選出 

一括方式

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常 総 市 選 出  

一括方式

上野　高志 議員
日 本 共 産 党
取 手 市 選 出  

一括方式

犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
た

新
し
い
取
り
組
み

自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定

取
手
い
じ
め
自
死
へ
の
対
応

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策

西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
今
後

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る

就
労
支
援
の
取
り
組
み

さ
ら
な
る
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
誘
致

大
規
模
災
害
時
の
被
災
市
町
村
の

体
制
支
援

精
神
障
害
者
の
医
療
費
助
成

ことば ※【命の花プロジェクト】…青森県立三本木農業高等学校の生徒が始めた、殺処分された犬や猫の骨を砕いて土に混ぜ、花を育てて、命の尊さと殺処分の現状を伝える活動。
※【いばらき災害対応支援チーム】…災害対応の経験やノウハウを持った県や市町村の職員が、被災市町村の災害マネジメントを支援する本県独自の取り組み。

寄港が決定した「ウエステルダム」

被災地支援に出発する職員

県が交付する精神障害者保健福祉手帳

イチョウと県立歴史館（水戸市）

10月に開院した西部メディカル
センター（筑西市）

県内における撮影風景


